
ボルボ・カーがポーランドにソフト開発拠点設置 

BEV開発の中核に 

スウェーデン乗用車大手のボルボ・カーは2月27

日、ポーランド第2の都市クラクフにソフトウエア

開発拠点を開設すると発表した。同社の中核となる

完 全 電 気 自 動 車（BEV）が ソ フ ト ウ エ ア 定 義 車

（SDV）として開発されることを踏まえたもの。今

後のBEVモデルが必要とする機能の開発に対し全責

任を負う技術ハブとして整備する。 

今週のトピックス 

2023年3月1日 | No.1295 

FBC Weekly Business Newsletter  

東欧経済ニュース  

FBC Business Consulting GmbH    

Address: August-Schanz-Str.8, 60433, Frankfurt am Main, Germany 

Telephone: 069-5480950  Fax: 069-54809525  Email address: fbc@fbc.de 

Website: https://fbc.de 

● 英新興企業、チェコで重力地下蓄電施

設を建設 

 

● 米グーグル、クロアチアのエドテック

企業を買収 

 

● シュコダ自、AI駆動の予知保全システ

ム「マジックアイ」を導入 

 

 

 

 

 

● トヨタ、チェコの小型車工場で生産再

開 

 

● 韓国LGがトルコでEVバッテリー生産、

フォードらと合弁で 

https://www.fbc.de


2 ©2022 FBC Business Consulting GmbH 

2023年3月1日 | No.1295 

欧州委が職員のTikTok利用を禁止、サイバーセキュリティー上の懸念で .............. 3 

EBRDとEU系投資機関、ポーランドのEVバッテリー・リサイクリング分野で提携 ..... 3 

英新興企業、チェコで重力地下蓄電施設を建設 .................................... 4 

チェコCEZグループ、3Dプリンタで設備休止を短縮 ................................ 5 

メタコン、スロバキアに水電解装置と水素ステーションを納入 ...................... 5 

米グーグル、クロアチアのエドテック企業を買収 .................................. 6 

EV充電ソリューション開発 Lektri.co（ルーマニア） .............................. 7 

ボルボ・カーがポーランドにソフト開発拠点設置、BEV開発の中核に ................ 8 

シュコダ自、AI駆動の予知保全システム「マジックアイ」を導入 .................... 9 

トヨタ、チェコの小型車工場で生産再開 ......................................... 10 

日本電産のセルビア新工場、5月にインバーターなど生産開始 ...................... 10 

韓国LGがトルコでEVバッテリー生産、フォードらと合弁で ........................ 11 

イランの自動車大手、ロシアから4万5000台を受注 ................................ 11 

EUで天然ガス消費減少が加速、化石燃料の脱ロシア依存で ........................ 12 

ボッシュの電動工具部門がハンガリー拠点を増強、1.8億ユーロを投じ ............... 13 

ルーマニア首相、SMR導入に改めて意欲 ......................................... 14 

独特殊容器大手ゲレスハイマー、北マケドニアに第2工場建設 ...................... 14 

トルコ中銀が0.5ポイント利下げ、大地震の影響緩和を優先 ......................... 15 

加盟国が対ロシア制裁第10弾を承認、電子部品など110億ユーロ規模の輸出規制 ...... 16 

EU、ウクライナ製品への関税免除延長へ ........................................ 17 

テクノロジー 

その他産業  

自動車 

contents  

FBCでは、読者の皆様と共に誌面作りに取組みたいと考えております 

お気づきの点やご意見・ご感想など、ぜひお気軽にお寄せください 

FBC Customer support  

+49-(0)69-5480950  info@fbc.de  

スタートアップ企業 

総合・マクロ 

編集後記  .................................................................... 17 



3 ©2022 FBC Business Consulting GmbH 

2023年3月1日 | No.1295 

欧州委員会は 2月 23日、中国系

動画投稿アプリ「TikTok（ティック

トック）」を同委の職員が利用する

ことを禁止すると発表した。サイ

バーセキュリティー上の懸念に対

応するためと説明している。 

欧州委の職員は業務で使用して

いる公用および個人用のスマート

フォンなどからティックトックの

アプリを削除する必要がある。3月

15 日までに削除しない場合、欧州

委がオンライン会議で使用してい

るビデオ通話アプリ「Skype for 

Business」や組織内メールのアプリ

が使えなくなる。 

欧州委は声明で「サイバーセ

キュリティー上の脅威から組織

を保護するための措置であり、サ

イバー攻撃に利用されるリスク

を排除する狙いがある」と説明。

ティックトック以外のソーシャ

ルメディアについても継続的に

セキュリティ面の検証を行う方

針を示した。 

ティックトックは欧州委の決定

に対し「見当違いで根本的な誤解

に基づくものだ。当社は欧州委と

接触し、EU域内の月間ユーザー約

1億 2,500万人のデータをどのよう

に取り扱っているか説明してき

た」と反論している。 

ティックトックを巡っては、

ユーザーの個人データや機密情報

が中国側に渡るリスクを警戒し、

各国で利用を規制する動きが広

がっている。米国では 2022年 12月

に成立した法律で、連邦政府の公

用端末でのアプリ利用が禁止され

たほか、州レベルでも約半数で同

様の規制が導入されている。 

OST41049 

 

欧州復興開発銀行（EBRD）と欧

州連合（EU）系投資機関 EITイノエ

ナジーが、EVバッテリー・リサイ

クリング業界への投資環境づくり

で提携する。バッテリー生産にお

ける再生材料の利用促進が狙い。

EV バッテリー業界や循環経済ビ

ジネスモデルに関する両機関の豊

富な経験を活かす。 

両機関はまず、ポーランドにおけ

るリサイクル・バリューチェーン構

築に向け、どのような障害が市場に

存在するのかを洗い出す方針だ。そ

れを基に◇技術や規制に関連する

課題を評価◇ EV バッテリー材料

のリサイクル・バリューチェーンに

関わる投資家同士の交流・提携促進

◇知識獲得のためのナレッジハブ

を組織◇資金調達における支援提

供――を行っていく。後に、対象地

域を他の中欧諸国にも広げる可能

性がある。 

EITイノエナジー・セントラル・

ヨーロッパのマルチン・ヴァシリ

エフスキ最高経営責任者（CEO）

は、「EUが 2050年に環境中立を達

成するには運輸部門の脱炭素化が

重要」としたうえで、EVの普及に

向けて物質集約度（製品の生産に

どれぐらい物質が投入されるか）

   テクノロジー 

● 公私双方の端末からティックトックのアプリを削除する必要 

● ティックトックの利用規制の動きは各国で広がる 

欧州委が職員のTikTok利用を禁止、サイバーセキュリティー上の懸念で 

● バッテリー生産における再生材料の利用促進が狙い 

● まずはポーランドでリサイクル・バリューチェーン構築を目指す 

EBRDとEU系投資機関、ポーランドのEVバッテリー・リサイクリング分野で提携 

(次頁に続く) 
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を低減し、かつ、資源需要を満たす

リサイクル体制・循環経済を構築

することが必要だと話した。それ

が EU の戦略的独立性を維持する

ことにもつながるという立場だ。 

EBRDのジャンピエロ・ナッチ持

続可能ビジネスインフラ部長は、

EBRD が最優先課題とする低排出

経済、そして危機に強い経済への

移行に当たり、バッテリーが一つ

のカギとなるという見方を明確に

した。そのうえで、「低排出車、ゼ

ロ排出車の普及を加速するにはリ

サイクル・バッテリー材料市場の

存在が不可欠」とその重要性を強

調した。 

OST41050 

 

重力を利用して電力を地下に貯蔵

する特許技術を持つ英国の新興企業

グラヴィトリシティ（Gravitricity）が、

チェコ国有のディアモ（DIAMO）お

州連合（EU）のイノベーション・ファ

ンドから資金を調達したい意向だ。 

施設の具体的な立地は決まって

いないが、候補地はいずれもモラ

に向けては、電力の需要量と供給

量の差（インバランス）をどう調整

するかが大きな課題だ。グラヴィ

トリシティの技術は位置エネル

英新興企業 

チェコで重力地下蓄電施設を建設 

● 重力蓄電は揚水発電と同じ原理で、位置エネルギーを応用する 

● 専門家らは同技術の普及には大きな進歩が必要と指摘 
4 ©2022 FBC Business Consulting GmbH 

よびオストラバ工科大学と提携す

る。チェコ東部の廃坑に重力地下貯

蔵施設を建設する狙い。早ければ

2026年にも稼働する計画だ。予想投

資額 7 億コルナ強（約 3,000 万ユー

ロ）のうち、半分以上をグラヴィトリ

シティが負担する。同社はさらに欧

ビア・スレスコ州にある。ダルコフ

炭鉱が最も有力視されている。グ

ラヴィトリシティでは、最初のプ

ロジェクトがうまくいけば、チェ

コで、さらに 2～ 3施設を設けたい

としている。 

再生可能エネルギーの利用拡大

ギー（高い位置にある物体が持つ

エネルギー）を応用したもので、揚

水発電と原理は同じ。余剰電力を

利用して引き上げたおもりを、電

力不足時に落下させ、そのエネル

ギーで発電する。主な蓄電技術の

一つであるリチウムイオン電池に

比べて◇環境負荷が小さい◇バッ

テリー寿命が長い◇低コスト――

という特長がある。また、廃坑を再

活用することで◇既存インフラの

再利用◇高失業率地域で雇用を創

出――という利点もある。 

グラヴィトリシティはすでに実

証設備を通じて、自社の技術が実

際に機能することを証明した。た

だ、専門家らはこの技術が広く普

及するには、大きな進歩が必要と

指摘している。 

チェコでのプロジェクトも、ま

ずは事業化調査から取りかかる。 

（1CZK=6.08JPY） 

OST41051 
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チェコの国有電力CEZとその原

子力プラント子会社シュコダ JS

は 2月 22日、3Dプリンタの導入で

設備の稼働休止時間を短縮するこ

とに成功したと発表した。サプラ

イチェーンの混乱で納期が長期化

する中、「内製化」で影響を減らし

た形だ。両社は、原発を 60年以上

稼働させる計画に触れたうえで、

「部品不足だけでなく、サプライ

ヤーが市場から消えるなどの事態

にも対応できる体制を整えること

につながる」とし、エネルギー安定

供給に貢献するという見方を示し

ている。 

CEZ グループでは昨年、複数の

3Dプリンタを導入し、プラスチッ

ク・金属部品を合わせて 4,159個成

形した。金属部品は重量 600キロま

で対応できる。これまでのところ、

主に原子力機器向け以外の部品を

作るのに使っており、重点はプラ

スチック部品および小型金属部品

だという。 

OST41052 

ス ウ ェ ー デ ン の メ タ コ ン

（Metacon）は 2月 27日、スロバキ

アのハイドロホールディング

（Hydroholding）を通じて同国に 1

メガワットの固体分子（PEM）型水

電解装置および水素ステーション

を納入すると発表した。受注規模

は 390万ユーロ。納入先の名前は明

らかにしていない。 

具体的には、◇コンテナサイズ

の電解システム◇コンプレッサー

◇貯蔵装置◇ディスペンサー◇冷

却装置――などを納入する。水素

ステーションの充填圧力は 350 気

圧（35MPa）だ。 

電解装置の日産能力は 400 キロ

グラムで、来年初めの稼働を予定

する。 

メタコンは、「欧州全域で輸送用

燃料としてグリーン水素の需要が

拡大を続けている」と指摘し、自社

の技術でこの需要に応えていきた

いという姿勢を明らかにしている。 

OST41053 

● 部品の「内製化」によりサプライチェーンの混乱にも対応可能 

● 金属部品は重量 600 キロまで対応できる 

チェコCEZグループ、3Dプリンタで設備休止を短縮 

● 水素の充填圧力は 35MPa、電解装置の日産能力は 400kg 

● 受注規模は 390 万ユーロ、来年初めの稼働を予定 

メタコン、スロバキアに水電解装置と水素ステーションを納入 

3D プリンタを操作中の様子 
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米グーグル 

クロアチアのエドテック企業を買収 

● グーグルが提供する学習支援サービスの強化が目的 

● フォトマスはスマホを向けるだけの数学計算アプリを開発 

米グーグルがクロアチアのエド

テック企業、フォトマス（Photomath）

を買収する。ロイター通信が2月22

日伝えたもので、提供する学習支援

サービスの強化が目的。欧州連合

（EU）の欧州委員会は買収の可否

を3月28日までに決定する。グーグ

ルの広報担当者は、すでに昨年 5月

に買収契約を結んだことを明らか

にしている。 

数学計算アプリとして知られる

フォトマスの同名アプリは 2019年

にサービスを開始した。活字や手

書き画像のテキスト部分を認識し

て文字データに変換する光学式文

字認識（OCR）を使い、スマート

フォンのカメラでスキャンした計

算式について解説と解答を提示す

る。スマホのカメラを問題に向け

るだけで答えが得られる手軽さに

加え、新型コロナ禍で自宅学習が

増えたこともあり、これまでに 3億

回以上ダウンロードされている。 

OST41054 

FBCのロングリスト調査は  

① 貴社の案件に合う対象企業をヨーロッパ全土から探します 

② 全ての企業に貴社のプレゼン資料を送付 

③ その後メール・電話で興味の有無を1件1件確認します 

新たなビジネスパートナーを探します 

https://fbc.de/business/list_research/
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   スタートアップ企業 

Lektri.co 

Gheorghe Dima 1, 300079 Timisoara, Romania 

charge@lektri.co https://lektri.co/ 

太陽光発電を活用した電気自動

車（EV）の充電ソリューションを提

供する。家庭用ソーラーパネルと、

ワイヤレス V2G（ビークル・トゥ・

グリッド）による双方向充電機能

を備えた EV とを組み合わせるこ

とで、太陽エネルギーによる充電

だけでなく地域コミュニティへの

電力供給を可能にしている。 

製品の「1P7K」充電器は家庭やオ

フィスの WiFiに接続し、製品種類

を問わず様々な太陽光発電システ

ムに統合が可能。専用のスマホア

プリを通じ、余分な太陽エネル

ギーだけでなく低料金の時間帯に

行うバッテリー充電などを自動的

に調節できる。耐久性に優れた樹

脂製ハウジングを採用し、外観も

重視したモダンなデザインが特

長。販売価格と設置費用は 799ユー

ロからとなっている。 

「1P7K」の充電方式は、高速だが

負荷のかかる DC（直流）式充電（50

～ 300kW）に替えて AC（交流）式

充電（3.6 ～ 22kW）を採用してい

る。これは同社の系列会社の EVフ

リートが充電の大半を稼働外の時

間帯に行っていることを踏まえた

もの。長時間駐車中の EVに高速充

電は必要なく、都市部での日常的

な利用では AC 式で十分だと結論

づけた。 

2018年設立の同社は、EVと同社

の充電器のユーザーが自宅に太陽

光パネルを設置し、EVの V2G機能

を利用して近隣住民と電力を共有

する未来像を描く。また、DC式の

急速充電器の設置は極めて資本集

約的であり、政府の支援無くして

は実現できないとしたうえで、移

動先の目的地で所要の間に充電を

済ませる目的地充電は効率的で費

用対効果が高いとも指摘。充電器

をユーザー同士で共有する社会が

理想的だとの認識を示している。 

太陽発電とV2Gを組み合わせたAC充電器を開発 

Lektri.co（ルーマニア） 

EV充電ソリューション開発 

OST41055 

FBCのショートリスト調査は  

このデータをもとに即営業を開始できます 

① ロングリスト調査の結果、興味・関心を示した企業の担当者を割り出します 

② 当該企業の主な取引先や競合他社などのデータも入手します 

③ ショートリストとして提出します 

https://fbc.de/business/list_research/
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   自動車 

ボルボ・カーがポーランドにソフト開発拠点設置 

BEV開発の中核に 

● BEV が必要とする機能の開発に全責任を負う技術ハブとして整備 

● 年末までに稼働開始の予定、当初はエンジニア約 120 人を雇用 

スウェーデン乗用車大手のボ

ルボ・カーは 2 月 27 日、ポーラン

ド第 2 の都市クラクフにソフトウ

エア開発拠点を開設すると発表

した。同社の中核となる完全電気

自動車（BEV）がソフトウエア定

義車（SDV）として開発されるこ

とを踏まえたもの。今後の BEV モ

デルが必要とする機能の開発に

対し全責任を負う技術ハブとし

て整備する。 

新拠点は年末までに稼働を開始

する予定。当初は約 120人のエンジ

ニアを雇用し、2020 年代半ばまで

に 500～ 600人に増やす。中国の上

海とスウェーデンのヨーテボリに

ある同社のエンジニアリング・ハ

ブやその他の技術拠点と密接に連

携する。 

クラクフの拠点では、安全の根

幹技術をはじめ、認識および運転

支援アルゴリズム、自動運転用ソ

フト開発に焦点を当てる。また次

世代のコネクテッド機能の開発

や、データ分析を通じた開発作業

のサポートも行う。 

ボルボ・カーは 30年までに純粋

な電気自動車メーカーとなる目標

を掲げており、ソフト開発はその

カギになるとみている。同社のジ

ム・ローワン最高経営責任者

（CEO）は次世代モデルについて、

社内開発のソフトを実行する最先

端の車載コンピューターを搭載

し、ソフトの無線更新（OTA）によ

り常時アップデートされる「車輪

付きのコンピューター」だと表現。

クラクフの拠点および車内ソフト

開発能力の強化が成功のカギを握

ると述べた。 

同社はクラクフについて、新興

の技術都市であり、国内に拠点を

置く他のグローバルテック企業に

もあまり知られていないと指摘。

同市が地域のテック企業の広範な

ネットワークを持つほか、大規模

な電気通信セクターの存在と世界

中から優秀な人材が集まっている

ことを拠点設置の理由に挙げた。 

 

 

ボルボ「EX90」に搭載されるコア・コンピューティング 

OST41056 
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チェコのシュコダ自動車は 2 月

22 日、生産ラインの予知保全を目

的としたカメラシステム「マジッ

クアイ（Magic Eye）」を導入してい

ることを明らかにした。人工知能

（AI）による画像解析機能を用い

た継続的な監視を通じ、生産プロ

セスのバラツキを検出して早期の

メンテナンスにつなげる。チェコ

でAI駆動の予知保全システムを導

入したのは同社を含め数社にとど

まる。 

マジックアイは現在、ムラダー・

ボレスラフの本社工場で電動 SUV

「エンヤック iV」と主力モデル「オ

クタビア」の生産ラインに導入し

ている。オーバーヘッドコンベア

の上部に設置した同装置はごく短

時間で収集データと数千の保存画

像を比較し、エラーの検出と原因

の特定を行う。自己学習機能によ

り、異常を検出した箇所をメンテ

ナンス後に再度チェックした場合

は異常なしの状態に情報が更新さ

れる。 

同システムは同社の応用研究部

門「ファブラボ（FabLab）」が開発

した。ムラダー・ボレスラフに続

き、クヴァシニ工場でも導入する。 

 

 稼働中の「マジックアイ」 

OST41057 

シュコダ自 

AI駆動の予知保全システム「マジックアイ」を導入 

● 同社はチェコで同様のシステムを導入した最初の企業のひとつ 

● 本社工場でエンヤック iV とオクタビアの生産ラインに導入 
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トヨタ自動車は 2月 27日、チェ

コ中部コリーンの小型車工場で生

産を部分再開した。同工場は中国

から調達する部品の不足により 1

月 31日に操業を停止していた。同

工場では「ヤリス」と、下位モデル

「アイゴ」を生産している。 

同社の広報によると、現在生産

は週 3日に制限されている。コリー

ン工場は従業員約 3,600人。通常は

1日当たり約 1,000台を生産する。 

トヨタは同工場をトヨタ・モー

ター・マニュファクチャリング・

チェコ（TMMCZ）を通じて操業す

る。「ヤリス」と「アイゴ」はトヨ

タのグローバルプラットフォーム

「トヨタ・ニュー・グローバル・

アーキテクチャー（TNGA）」の小

型車プラットフォーム「TNGA-B」

を採用している。 

OST41058 

日本電産エレシス（Nidec）はセル

ビア北部のノビサドに建設してい

るモーター工場で、5月に車載イン

バーターと電子制御ユニット

（ECU）の生産を開始する計画だ。

同国のブチッチ大統領が 2月 23日

に明らかにした。 

日本電産は 2021年 12月、ノビサ

ド工場の建設を開始した。敷地面

積は 5万 9,760平方メートルで、新

規雇用は当初 1,000 人。新会社ニ

デックエレクトリックモータ・セ

ルビアが工場を運営する。同工場

は日本電産グループにとり生産活

動の中核拠点となるもので、今後

グループ会社の複数事業が同地に

進出する予定だ。 

セルビア開発庁によると、研究

センターを含む新工場の投資規模

は 15億ユーロ。 

OST41059 ノビサド工場の完成予想図 

日本電産のセルビア新工場 

5月にインバーターなど生産開始 

● ノビサドのモーター工場は敷地面積 5 万 9,760 平方メートル 

● 研究センターを含む新工場の投資規模は 15 億ユーロ 

トヨタ 

チェコの小型車工場で生産再開 

● コリーン工場は中国からの部品不足により先月 31 日に操業停止 

● 同工場では「ヤリス」と、下位モデル「アイゴ」を生産 



11 ©2022 FBC Business Consulting GmbH 

2023年3月1日 | No.1295 

イラン 2位の自動車メーカー、サ

イパー（SAIPA）はこのほど、ロシ

アの BM グループから自動車 4 万

5,000 台を受注した。取引規模は 4

億 5,000万米ドル。イラン暦の来年

（2023年春分～ 24年春分）に納入

する。 

イランは、ロシアのウクライナ

侵攻で欧州や日本のメーカーが撤

退したロシア市場へ切り込む意欲

を示してきた。ただ、ロシア市場に

はイラン車と同じ価格帯の製品を

販売する地元大手のアフトワズ

（「ラーダ」）や中国メーカーがお

り、競争は激しい。また、イラン車

が寒さの厳しいロシアの気候に耐

えられるかは未知数だ。 

サイパーは大型セダンの「シャー

ヒン（Shahin）」と小型セダンの「サ

イナー（Saina）」、小型ハッチバッ

ク「クウィーク（Quik）」の 3モデ

ルをロシアへ輸出する。同社は昨年

8 月にアフトワズからのエンジン

調達を決めている。 

OST41061 

韓国の LG エナジーソリュー

ション（LGES）は 2月 22日、トル

コにおける商用電気自動車（EV）用

バッテリーの生産で、米自動車大

手フォードおよびトルコ複合企業

のコチ・ホールディングと合弁会

社を設立することで合意した。

フォードの欧州向け商用 EV に供

給する目的。今年後半に工場をア

ンカラ近郊のバシュケントで着工

し、2026年から生産を開始する。年

産能力は当初 25 ギガワット時

（GWh）、フ ル 稼 働 時 は 最 大

45GWhとなる。 

フォードはコチとのトルコ合弁

会社フォード・オトサンを通じ、同

国北西部のコジャエリ工場で電動

小型商用車「Eトランジット」を欧

州向けに生産している。 

LGESはフォードに対し、ポーラ

ンドのヴロツワフにある工場から

E トランジットおよび完全電動

SUV「マスタング・マッハ E」にバッ

テリーを供給している。世界で 7番

目の生産施設となるトルコの合弁

工場とポーランドとの 2 拠点体制

で欧州市場向けのバッテリー生産

を行う。 

トルコでの合弁計画をめぐって

は、昨年 3月の時点で韓国 SKイノ

ベーションのバッテリー子会社

SK オンおよびフォード、コチ・

ホールディングとの間で基本合意

が結ばれていた。しかし、今年 1月

になって SK オンがグループ戦略

の一環として撤退を表明した。 

OST41060 

 

 

● サイパーと BM グループの取引規模は 4 億 5,000 万米ドル 

● シャーヒン、クウィーク、サイナーの 3 モデルを輸出 

イランの自動車大手、ロシアから4万5000台を受注 

韓国LGがトルコでEVバッテリー生産 

フォードらと合弁で 

● フォードの商用 EV「E トランジット」に供給する 

● 年産能力は 25GWh ～ 45GWh、2026 年から生産を開始 

！ウクライナ戦争関連記事 
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   その他産業  

欧州連合（EU）統計局のユーロス

タットは 2月 21日、域内の 2022年

8 月～ 23 年 1 月の天然ガス消費量

が 17 ～ 22 年の同期と比べて

19.3％減少したと発表した。化石燃

料の脱ロシア依存を EU が掲げて

から、各国で天然ガス消費が減っ

ている。 

欧州委員会は 22年 5月、エネル

ギー分野におけるロシア依存から

の脱却と持続可能なエネルギーの

安定供給に向けた計画案「リパ

ワー EU」を発表。天然ガスについ

ては、22年 8月～23年3月のEU加

盟国の消費量を過去 5 年間の同期

の平均と比べて 15％削減する方針

を打ち出した。2 ～ 3 月に同様の

ペースで削減が進めば、目標を達

成できることになる。 

EUではリパワー EU 発表の前か

ら天然ガス利用が減っていたが、

22 年下期に削減が加速。削減幅は

8月に 14％、9月に 14.3％、10月に

24.7％、11月に 25％と、着実に減っ

ている。 

国別の削減幅はフィンランドが

57.3％で最高。リトアニアが47.9％、

スウェーデンが 40.2％で続く。最低

はアイルランドの 0.3％。マルタと

スロバキアは消費が増えた。西欧

の主要国でEU平均の19.3％を超え

る削減を達成したのはドイツだ

け。フランス、スペイン、イタリア

は 10％台だが、平均を超えている。 

OST41062 

 

● 域内の 2022 年 8 月～ 23 年 1 月の天然ガス消費量は 19.3％減少 

● 2 ～ 3 月に同様のペースで削減が進めば目標を達成できる見込み 

EUで天然ガス消費減少が加速、化石燃料の脱ロシア依存で 

！ウクライナ戦争関連記事 

お問い合わせはFBCカスタマーサポート ＋49-(0)69-5480950 info@fbc.de まで 

Information Broker Service 
私たちは情報を迅速に捜し出すスペシャリストです  

FBCでは長年の調査業務ノウハウを活用して 

広範囲な情報検索サービスを提供しています 

検索料金は250ユーロ+VATから 

問合せや訪問予約の 
アレンジメント 

産業団体・関係当局・専門家 

各所への問い合せなど 

情報検索  

官報・広報・特許・学術文献 

調査レポート・書籍など 

プレスリリース 

特定テーマに関する各界の評価 

政府の統計データ・公式見解など 

https://fbc.de/
mailto:info@fbc.de
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独自動車部品・産業機器大手

ボッシュのハンガリー電動工具部

門はこのほど、同国東部のミシュ

コルツ工場を増強すると発表し

た。2024 年末までに 700 億フォリ

ント（1億 8,300万ユーロ）を投じ、

自動化された物流拠点を整備する

とともに電動工具製品や電池シス

テムの生産能力を引き上げる。投

資額のうち 102 億フォリントを政

府の助成で賄う。 

新設する物流施設は面積 10万平

方メートル。完成後は中東欧にお

ける電動工具部門の最大の物流拠

点となる。サービスセンターも統

合する。 

同相は、ボッシュの投資は政府

が目指すハンガリーの再工業化

と、「ハンガリー製（Made in Hun-

gary）」から「ハンガリー発（Invented 

in Hungary）」への移行という 2つの

目標を同時に達成するものだと指

摘。「同社の投資はその金額の大き

さのみならず、ハンガリー経済の

技術水準を大幅に引き上げてい

る」と評価した。 

ミシュコルツ工場は 2001年に開

設された。現在は 3,800人以上を雇

用し、電動工具や電動自転車用

バッテリーシステムを生産してい

る。ボッシュはハンガリーに 8つの

主要拠点を持ち1万5,500人以上を

雇用している。 

（1HUF=0.37JPY） 

 

 

● 自動化された物流拠点の整備と併せ、生産能力を引き上げる 

● ミシュコルツ工場は電動工具や電動自転車用電池製品を生産 

ボッシュの電動工具部門がハンガリー拠点を増強、1.8億ユーロを投じ 

物流施設の完成予想図 

OST41063 
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特殊容器大手の独ゲレスハイ

マーは 24日、北マケドニアの首都

スコピエにある技術産業開発区

（TIDZ）で医療器具の第 2 工場の

建設を開始した。2024 年に稼働を

開始する予定。180 人を新規雇用

し、医療用ガラス容器やワクチン

用注射器などを生産する。投資額

は1億2,600万ユーロで、同TIDZの

開設以来、最大規模となる。 

同社は 21年 4月、同 TIDZに第 1

工場を設置して医療用プラスチッ

ク容器の生産を開始した。これま

で同国に 6,000 万ユーロを投資し

ている。 

北マケドニアへの投資を拡大す

る理由としてゲレスハイマーは、

◇最初の投資の成功◇良好なイン

フラ◇コストの透明性◇専門人材

が豊富◇当局の支援の厚さ――を

挙げている。 

OST41065 

ルーマニアのニコラエヨネル・

チウカ首相は 2月 21日、米エンジ

ニアリング大手フルア（Fluor）の代

表と会談し、隣国に先駆けて小型

モジュール炉（SMR）を導入したい

意向を改めて確認した。 

ルーマニア国有の原発運営事業

者ニュークリア・エレクトリツァ

は 2021年 11月、フルアの子会社で

ある米SMR開発企業ニュースケー

ルと提携で合意。昨年 5月には、ブ

カレストの北西およそ 90キロに位

置するドイチェシュティの旧火力

発電所に設置することが決まっ

た。フルアは設計・調達・建設（EPC）

作業の取りまとめ役を務める。同

プロジェクトについては昨年 6月、

米国政府が基本設計（FEED）費用と

して 1,400 万米ドルを拠出すると

発表している。 

チウカ首相は SMR導入が「国家

の重要プロジェクト」であると強

調。チェルナヴォダ原発における

第 3、4号機の完成プロジェクトと

並び、ルーマニアのエネルギー安

全保障を強化し、同時に、地域の電

力供給国としての地位を確かなも

のとするのに貢献するという見方

を示した。 

フルアはニューヨーク証取上場

会社で年商 150億米ドル弱を誇る。

子会社のニュースケールは、これ

までに米原子力規制協会（NRC）が

設計認定した唯一の SMR 技術を

持つ。ニュースケールには日揮や

IHI といった日本企業も資本参加

している。 

OST41064 

 

● 隣国に先駆けて SMR を導入したい=チウカ首相 

● 国営原発企業はすでに米ニュースケールと提携で合意 

ルーマニア首相、SMR導入に改めて意欲 

● 投資額は 1 億 2,600 万ユーロ、TIDZ の開設以来最大規模 

● 医療用ガラス容器やワクチン用注射器などを生産する計画 

独特殊容器大手ゲレスハイマー、北マケドニアに第2工場建設 
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トルコ中央銀行は 2月 23日の金

融政策決定会合で、主要政策金利

である7日物レポ金利を0.5ポイン

ト引き下げ、8.5％に設定した。利下

げは同国南部で発生した大地震の

影響を踏まえたもので、市場の予

想通り。インフレ率も低下してお

り、経済活動の支援に焦点を置く。

中銀は前回まで 2 会合連続で金利

を据え置いていた。 

今月 6 日にトルコとシリアの国

境沿いで発生したマグニチュード

7.8の大地震はトルコ側だけでも 4

万 6,000 人以上の死者を出してお

り、過去 1世紀で同地域最悪の地震

災害となっている。中銀は声明で、

鉱工業生産の成長と雇用の伸びを

震災後も維持するため財政状況の

下支えが重要だと強調した。「地震

は経済活動に短期的な影響を与え

るが、永続的な影響はない」と予想

している。 

同国のインフレ率は 1 月に

57.68％となり、12月（64.27％）か

ら 6.59 ポイント低下した。インフ

レ率の低下は 3 カ月連続。エネル

ギー価格の下落に加え、比較対象

となる前年同月のインフレ率が

48.69％と高水準だったことによる

ベース効果が大きい。中銀はイン

フレ圧力が緩和されているとの見

方を示しつつ、地震による需給の

不均衡がインフレに与える影響を

注視するとしている。 

今回の震災の復興費用は数百億

から 1,000 億米ドル規模に上ると

見積もられている。蘭 ING銀は、同

費用の追加的な財政負担と中銀の

支援姿勢がインフレに圧力をかけ

る可能性が高いとみている。 

OST41066 

 

   総合・マクロ 

● 政策金利 8.5％、経済活動の支援に焦点 

● インフレ率は 3 カ月連続で低下、中銀は地震の影響を注視 

トルコ中銀が0.5ポイント利下げ、大地震の影響緩和を優先 

 

私たちはロングリスト・ショートリスト調査を通して 

みなさまの欧州戦略を強力にサポートしています 

欧州に攻め込むための最新の営業リストを作成します 

FBCにお任せください！  

ヨーロッパで 

ビジネスパートナーを探したい… 

https://fbc.de/business/list_research/
https://fbc.de/business/list_research/
https://fbc.de/business/list_research/
https://fbc.de/business/list_research/
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欧州連合（EU）加盟国は 2月 24

日、ウクライナへの軍事侵攻を続

けるロシアに対する追加制裁案を

全会一致で承認した。制裁内容の

一部をめぐり協議は難航したが、

侵攻開始から 1 年となる同日まで

に新たな制裁を発動するという公

約をなんとか果たした形だ。 

EU による対ロ制裁は今回が第

10 弾。軍事利用される可能性があ

る工業製品や電子部品などの輸出

禁止を柱とする内容で、禁輸規模

は約 110億ユーロ（約 1兆 5,900億

円）に上る。具体的には電子機器、

特殊車両、機械部品、トラックや航

空機のジェットエンジンの部品な

どが対象となる。ドローン、ミサイ

ル、ヘリコプターなどロシアの兵

器に利用可能な製品の電子部品

や、一部のレアアース、サーマルカ

メラなども輸出を禁止する。 

また、ウクライナのインフラ攻

撃に利用されているドローンを提

供するイランの 7 団体が今回初め

て制裁の対象となった。 

一方、ロシアの戦費調達を阻止

するため、アスファルトや合成ゴ

ムなどの輸入を制限する。タイヤ

製造に使用される合成ゴムをめ

ぐっては、ポーランドがより厳し

い規制を求めて調整が難航した。

ポーランド国営 PAP 通信による

と、同国はウクライナの子どもた

ちがロシア軍に連れ去られた問題

に対する制裁措置を検討するなど

を条件に、最終的に制裁案を承認

した。 

追加制裁にはこのほか、新たに

ロシアの 3 銀行に対する EU 域内

資産の凍結や、ロシア政府系メ

ディア RT およびスプートニクの

アラビア語放送の免許停止などが

盛り込まれた。また、ロシア政府関

係者や軍幹部など新たに 121 の個

人・団体を EUへの渡航禁止や資産

凍結の制裁対象に追加した。 

ボレル外交安全保障上級代表は

声明で「プーチン（露大統領）はウ

クライナへの違法な侵略をエスカ

レートさせている。今回発表した

第 10弾の制裁措置は、この残虐な

戦争の継続に加担する個人や団体

をターゲットにしている。EUはウ

クライナがロシアの残忍な侵略か

ら解放されるまで、必要な限りロ

シアに対する圧力を強め続ける」

と強調した。 

OST41067 
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● 侵攻開始から 1 年を前に新制裁を発動するという公約を果たす 

● 戦費調達阻止のためアスファルトや合成ゴムなどを輸入制限 

加盟国が対ロシア制裁第10弾を承認、電子部品など110億ユーロ規模の輸出規制 

！ウクライナ戦争関連記事 
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欧州委員会は 2月 23日、ロシア

による軍事侵攻が続くウクライナ

を支援するため 2022年に導入した

特例的な貿易制限緩和措置の適用

を 1年間延長すると発表した。EU

がウクライナから輸入する全製品

への関税を引き続きゼロにする。 

EU は 22 年 6 月、ウクライナ支

援の一環として、全品目を対象に

輸入関税を免除するといった「自

主的貿易措置（ATM）」と呼ばれ

る特例制度を導入した。関税免除

のほか、農産物などの数量制限撤

廃、セーフガード（緊急輸入制限）

の対象からウクライナ製品を除外

することや、一部の同国産の鉄鋼

製品に発動している反ダンピング

（不当廉売）措置の解除も盛り込

まれている。 

ATMは 1年間の時限的措置だっ

たが、EUとウクライナの貿易に大

きく貢献していることを踏まえ、

欧州委は 1年間の延長を提案した。

欧州議会と EU 加盟国の承認を経

て最終決定となる。 

OST41068 

● EU は 22 年 6 月、全品目を対象に輸入関税を免除する特例制度を導入 

● 当初は 1 年の時限措置、貿易への貢献を評価し 1 年の延長を決定 

EU、ウクライナ製品への関税免除延長へ 

！ウクライナ戦争関連記事 

イランのサイパーがロシアに

輸出する3モデルのプラット

フ ォ ー ム は、「シ ャ ー ヒ ン

（Shahin）」がトヨタ「ヤリス

XP90」の「トヨタ・Bプラット

フォーム」をベースに開発され

た「SAIPA SP1」を、「サ イ

ナ ー（Saina）」と「ク ウ ィ ー

ク（Quik）」は 独 自 開 発 の

「X200」を採用しています。こ

の「X200」は1987年の韓国起亜

自動車「プライド」に導入され

たものをルーツにしています。 

トルコ中銀は予想通りの利

下げを行いました。同国では

かねてより、5月の大統領・議

会の同時選挙に向け、景気浮

揚に固執するエルドアン大統

領による金融緩和の圧力がい

や増すのではと予想されてい

ました。今回はそこに震災か

らの復興支援という要素が加

わるわけで、市場は次 回3月

23日の金融理事会で再び0.5ポ

イント引き下げられるとみて

います。 

編 集 後 記  
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